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第 3章 研究 2 『Dくんとの訪問支援についての検討』
3・1：問題と目的





















わりがあったか（行動・会話など）、 D くんの様子（外見的な情報、様子）、 Moか












Mo ：看護師（ER看護師経験有り）。 Dくんを妊娠後、退職。別居を機に復職。 D




































































































































































































































から。』Wiiのマリオカート Dくんが優勢。 Thは追し 1かける形。／外で雷が鳴る。








Dくんと Bくんがじゃれている。 MoがBくんに『上に行くよー』と言うが B


























































































































































ついて「体の感覚がなくなるJと話していた。 /Moが帰って来る。 D くんがト
イレに行っている聞にここ数日の様子が話される。数日前から昼夜逆転が突然





























































































X+l年 1月 10日 D くんが会う自信がないとのことでキャンセル。Moより、
感情の波があり、うつ病のような感じとの報告。









X+l年 1月 24日 Cちゃんがインフルエンザのためキャンセノレ。Dくん、気分
の落ち込みから回復し、昼夜逆転も治ったとの連絡。


























































































































































































































































































#44 X+l年 7月 19日























































































































#53 X+l年 10月 18日
















































X+l年 11月 15日 Thが熱のためキャンセル
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添付資料（研究1のワー クシー ト）
概念 自然体で受容的態度で待つ
定義 何かをして自の前に引っ張りだそうとはせず、「いつでも大丈夫」という姿勢で待つ姿勢。
トイレにこもっている子とかいう子でも、そんなに問いかけたりとか、いわゆるそういう気の利い
たことを言って、これで心を聞かせるようなことは一切しないで、待ちます。もうひたすら待ちま
す。あのーなんだろう。たまにね、声を軽く、「いつでも出ておいで』っていうことで、かける程度
で。(lnfo.1)
待ち構えているというよりは、ほんとに肩の力を抜いて、こっちも全然リラックスして。向こうもあ
のーなんだろう、いつでも出てったら受け入れ態勢としづかがあるんだなっていうことを感じ
取ってもらえるような、ということで、やっているという感じですね。 (lnfo.1)
自分を作る、作って会話するとか、作って一生懸命問いかけるということではなくて、常に自然
体で。「来たら包み込むJじゃないですけど、一緒に楽しくやろうっていう自然体で行けるような
雰囲気作りだけで、たいがい全てうまくいきますということですね。(lnfo.1)
あのー、とにかくあのー「来たよJと。あのー 、「今日は来なくても良いよ」ということではなくて、と
にかく行くから、ということで。「プレッシャーは感じなくて」って本人が元気な時に言つであるん
ですけれども、「とにかく来るから、本当にダメなときには本当にダメで全然かまわないから、一
瞬出て来れるていう雰囲気が出できたらいつでも出ておいで』という受け入れ態勢だけを整え
て。あとは行ってだめだった時には、お母さんとお話、状況とかいろいろお話をして、「また来ま
す」と言って帰ってくるっていう、ただもう本当にそれだけの繰り返しですね。(lnfo.1)
何かを仕掛けるとか、そういうことは一切しないという。うん。で、なんだろう、これは僕の勝手な
考えなんですけれども、テクニックを労したら子どもは分かるので。なんだろう、『こういう考え
で、こういう小手先なことをしてきでるな」とか全部分かるので、あのーそういうのじゃないんだと
（笑）。なんでも良いからとにかくおいでと。とにかく何でもいいから、大丈夫な時でかまわないか
ら、いつでもやれる時にやっていこうょとし可、単純にそれだ、けの包容力と言ったら変ですけど
ね。そういったことだけに集中してというか、やっていくことが僕は大切なのかな。一番単純なん
だけど、大切なのかなと思つてはいますけども。(lnfo.1)
待っときは待ちます。ここはもう待った方が良いなと思えば、なんだろう。一生懸命「どうつど
う？Jと声かけたりして、なんだろう、相手の子を引っ張っていこうということはしないし、それは
絶対待ちだし。（lnfo.1)
感じて、んで、うん。…こう、一生懸命心を聞かせようってするんじゃなくて、常にこう、包み込
むっていうのは変なんですけど、よしよしっていうか、「いいよいいよ、ゆっくりゃっていこうよー
緒lこ』っていう感覚をもって、厳しく言う子に対してもそうです、それはね。あのー…なんか、「ん
バリエー ション
だよー」って言いながらも、愛情いっぱいに接するというか、気持ち的には。うん。んで、楽しく
やろう、ゆっくりやろうってし巧気持ちを言葉っていうよりは雰囲気でイ云えるっていう。うん。てい
うことをやっていくっていうことなんでしょうね。(lnfo.1)
あのー…Fってし巧フリースクールのK先生ってし、う先生がいるんですけれども、その先生が近
くに居ると、なんだろう。この先生の包み込むオーラみたいなので、僕がすごいホッとした気持
ちにさせられるみたいなのがあるんですよ。僕生徒じゃないんだけどなって思うんだけども。多
分あれを実践しようとしているんだろうなとは思うんだけれども。本当に何もしゃべってなくても
いいし、うん。良いんだけれども、「良いんだよ、そこにいて一緒にいようよイ何もしなくていいか
らね。Jっていうような、「自然体で好きにしていていいんだからね」みたいな。そういう無言でそ
ういうオーラを感じて、うん。っていう感じですね。それを、こう、意識して醸し出そうとするってい
うことなのかな一。っていうことですね。 (lnfo1)
心がけとしては、あまり作って行ってもどうなのかなと思っていたので。できるだけ普段の自分
として、まあ相手も見ていたということもあるので、まあこうし巧人間なんだよっていうのが、でき
るだけ自然な状態でお母さんと話しをしたりして待つということはしていたと思います。(lnfo.2)
すごく気を使った。かな。だから、やっぱり楽しい話をしてあげようと思ったし、彼のわからない
話をしないつもりで行ったし。いやだなって思うような空気を見せらたすぐひくっていうのは心が
けましたね。変な話寝ただったら寝ていいっていうのもそうだし、あとはなんかその話はちょっ
とって首をかしげるんだったら、話を変えて良いよって、「こういうことあった」って別の話にして
いたし。僕の方から最近どうとは聞いてみるけど、もちろん答えられなくても、それを何にか僕
が変な顔をするつもりもなかったから。時間とかもそうで、結構長く居たんですよ。話が弾めば1
時間以上居たし。短い時は眠そうだったら30分で、帰るとか15分で、帰るっていうこともやったし。
起きてこなければそのまま会いもしないで帰るとか。その辺は相手に任せたってし、うことですか
ね。(lnfo.5)
無理して聞き出して傷つけるよりは、僕も言わなければどうしょうもないんだという気持ちになっ
たときにちゃんと言える、そのときに受け止めてくれるっていうような、なんだろう。安心感を持
てるような関係をちゃんと作っておくことの方が大事だと思うので、だったら下手に傷つけるよう
な触れ方するよりは、ずっと言いたい時に言ってくれればいいからって言葉をかけてあげること
の方が大事だと思うので、そういう拒絶はなんか、うん。あんまり深く関わるとそれはそれでね、
そこにこだわって、「本当はこういうことを言いたいんじゃないのつ」とかあんまり言わない方が
良いのかなとは思いますね。別に言いたくないなら言わなくてもいいよ、か、もしくはこういうこと
あるかなーと思って聞いてみたんだけど別に言いたいときに言いたければ良いよってことを最
後をまん丸く足すぐらいにしてましたね。(lnfo.5)
－あるがままの姿を受容的に受け入れ、IPが出て来れるタイミングを待つ。
理論的メモ
・自然体がキーワード
－導入初期からの支援の態度
－拒絶を受けてもそれを受容し、待つ。
99 
概念 IPへの間接的働きかけ
定義 家族を通したり、直接的ではないやり取りを通してIPの支援をすること
まず自分の仕事は対子どもでは無くて、対家族だと思っているのでoご両親の方針に修正が必
要だろうなと感じたとしても、ダイレクトにすぐにこうした方が良いとか、ああした方がいいなんて
言う事はやはり、言えないんですよね。言ったところで反感を買って、終わりみたいなところに
なっちゃいますので。だけども、信頼関係じゃないですけども、何ヶ月聞かかけていって、信用
してもらえる様な関係を築いた方が、愚痴を言ってもらえるような関係になったときに、「やっぱ
り一番大変ですよね」と言う事で全面的に認めて、「実は本人とかより家族の中で一番お母さ
んが大変ですよね。」と（笑）というくらいの勢いで、まあ実際そういう所もありますからね。そうい
う感じで、理解をする中で、あのー…まあでも、例えば「この子はこういう形で、も頑張ってる部分
もありますよ」とか、その子の頑張っている部分を褒めたりだとか、あのー…で。しているうち
に、だんだんその中のひとつのアドJfイスとして、「もうちょっと見守る部分を作っていいかもし
れませんね。』みたいな感じで、オブラー トに包んで、こう、ちょっとしたアド、パイス、角が立たな
いアドバイスをちょっとずっ入れていって、『そうですかね」って言ってもらえるような環境を作っ
てからちょっとずっいれていくつていかんじかなロ気長に。（lnfo.1)
バリエーション
あのー、んでお母さんとはきちっとコミュニケーションを取って、「今日はこんな感じだった」とい
う事で。多分ぼくの一生懸命というか、技術はったなかったけれども、一生懸命さは伝わって、
なんでしょうね、信頼はしてくれていたので。それで、お話の中で、「Aさんと顔を合わすぐらいな
ら学校へ行く」って（笑）。ここまで来たらそういう風に持って行きませんか？ってお母さんに持ち
かけてやったら、学校行きましたね。あはは（笑）。それで「ほら、Aさんに合わずに済むんだから
学校行ったら？」みたいな（笑）。んまあそれも長続きしなかったんで、すけれども、それぐらい嫌わ
れたかなーって思っていたんですけれども。(info.1)
自分の教育方針は入れますけれども、ただまあ、あのー…なんだろう。変革を遂げてもらうた
めには、お母さんが鍵なので、お母さんとの信頼関係を作りながら、ちょっとずっ、過干渉だと
か、そう言った部分に関して、アドバイスしていくつていうにはしてますねo(Info.1) 
玄関まで行って、玄関でお母さんと1時間お話をして、帰るというようなことを毎週やっていて。
スタンスとしては、本人が母親と自分のやりとりを見て、「あ、こういう人が来てるんだ」というの
を少しずつでも知ってもらえればってし可ので、不安を下げるために一番身近なお母さんとのや
りとりを重ねて、最終的には本人と会えるように出来ればっていうような期間で、半年間使いま
した。(lnfo.2)
理論的メモ
・家族を通した働きかけを通じて間後的！こ！Plこ働きかける。
't巨絶を受けたときにIPへ関わるための別の手段
概念 次に期待し、働きかけ続ける
定義 拒絶にあい、直接やりとりできなくても働きかけ続ける。
その日がダメだったとしても、次きっかけがあって会話することがあった時に、何事も無かった
かのようにスタートできればしめたもので、だんだんそういここもる回数も減って、間違いなく
減ってきて、たいがいは。うー ん、そうですね、 1ヶ月も経てばたいがいは本当に、毎回毎回何
事もなくいくようにはなるんで。(lnfo.1)
まじめな話じゃなくても。話したくなったら話すだろうと思っていたので。途中からそういう風にわ
バリエーション りきった部分もありますけど。（lnfo.5)
最初のうちはやっぱり焦りは結構ありましたね。「全然反応してくれないな」みたいな、「どうしよ
う」みたいな焦りは確かに最初の方は確かにあったんですけど。まあ、それでもそんなに、焦つ
てもそんなに変わらないって。まあ、普段話すような感じで。っていうか、なんか、こう、友だちと
話すような感じで。なんですかね、シリアスな感じにならないように。焦ってはいたんですけど、
こう、フレンドリー 感を出すようにしていました。(lnfo.6)
－拒絶に対する働きかけ。
理論的メモ
－自然体、受容的な態度にもつながる。
－今は無理でもそのうち反応があるだろうという楽観的なスタンス。
－あきらめずに粘り強い対応。
100 
概念 IPの興味のあることの利用
定義 会話などの際！こIPの興味のある事柄を利用してコミュニケーションをとること。
その子が普通に別に気を使うわけでもなくて、興味を持っている対象の話を語りかけると、まあ
本当に嘘のようにこっちを向いて、寄ってきて普通に語りだしたりしますし。(info.1)
会話に聞しては、本当に単純なんですが、「この子これに興味があるな」っていうのを察知し
て、娼びるという感じではなくて、本当に自分が楽しんでお話を仕掛けて、楽しい会話を心がけ
ているだけで上手くいくというのは自分の経験かなという感じはしますね。 (info.1)
基本的には遊びを通してであれば、直接的な会話が出来ていたので。例えばカードゲームをし
ているときに、ルールを教えてもらう時は第三者を通さなくても直接的に応えてくれるだとか。こ
ういう遊びが今回はしたいということで、あったりとかの主張は直接一対ーでできていたので、そ
こから例えば、カードのキャラクターから話しを発展させたりだとか。あとはルールで分からない
ところがあったら、もう少し詳しく聞いて、会話を広げたいとし、うことはしていましたね。(info.2)
バリエーション 最初のうちはやっぱり自分とその子との信頼関係がまだ薄かったので、その子の、何時までつ
ていう風に時間を決めて、なるべくその子と仲良くできるようにじゃないですけど、コミュニケー
ションをそのゲームとかの中で取れるようにっていうのを心がけて、最初のころはまあ自由にと
いうか、やりたいことをやらせてやってました。(info.3)
アニメの話とかしたり、ゲームの話とか。まあ、マドマギですか。魔法少女まどか女マギカです
か。あれが彼が好きだったので。僕もちょろっと見たんで、すけど。見て毎週こうだつたってし、う話
をして、そういうこと、面白かった面白くなかった、これはああだと思うんですよね、ああいうとこ
ろってああじゃないですかとか言うのを、「だったら感想文に書けば？Jって言って。なんか、そ
れをまじめな題材に変えたら作文になるだけなんだから、書けるかどうか今しゃべっていること
をそのまま書けばいいじゃないって言って、で、書かせたんですよね。来週だったら僕もちょっと
適当なアニtメので書いてくるからって言って。別に書かなくてもいいけど、気が向いたら書け
ばって言って、書いたら次の週に書いていて。それは学校に持って行ったかな。(info.5)
理論的メモ
•IPが関わりゃすいあり方。環境設定としての機能もある。
－拒絶を減ずるための工夫のあり方の1つ。
概念 関わりの固着
定義 興味のあることを利用してコミュニケーションを
はかったが、そこから抜け出ることができなく
なってしまうこと。
僕が1回、「あーもう失敗だったかな」と思うぐらいうまくいかなかったことがあって。それは、あ
の、まあ。そうですね。勉強をやろうということでスタートしたんですけれども。なんかやっぱり、
疲れる事が多そうだなということでちょっとずっちょっとずっ緩めていって、「じゃあちょっとゲー
iムをしようかJと言ってやっているうちに、ぜんぜんゲームから逃れられなくなって、勉強をする
というスタイルを作れなくなって。 (info.1)
なかなか難しい子で。最初はリピ、ングでやっていたんですけれども、うーん、まあちょっと部屋で
やりたいと。たぶんその部屋には、あのー、テーブルとかが何にも無い、地べたにパソコンがお
いであるという部屋で（笑）、勉強できる環境ではなかったんですけども。じゃあっということで、
ちょっと自分らしくはなかった、そういうことはしないんですけども。まあ、じゃあ、パソコンのメモ
帳を使って勉強しようみたいな感じで、パ、ノコンの中のメモ帳に、パソコン大好きな子なので、
すぐ利用して、メモ帳に問題を打ち込んで、メモ帳の中でがーって解くみたいな感じでやって。
そこそこ、それもうまくはいってたんで、しようけど。あれは僕のやり方が間違えてたなーってい
う、ちょっと感覚の問題なんですけども、思っていて。その中で、じゃあちょっと休憩しようという
ことで、「Jtソコンゲームやるんでしょ？』ということで、パソコンゲームが始まって（笑）。それで、
こう、なんでしょう。ある程度ゃったら、「じゃあちょっと切り替えてやろうか？」というふうに問い
かけたんですけども、そのときのリアクションが「やだJとか「もうちょっと」とか、うー んあるいは、
関係ない話をしたごまかすとか、そう言うのがあれば、あるのが普通なんですけども、無視です
ね。ガン無視ですね。普通にさつきまで話してたのに、ガン無視で、ゲームから離れなくて。う－
バリエーション ん、「返事しなよ」みたいな感じで言っても突然無視で、本当に何も言わなくなっちゃってということで。厳しく、「無視すんじゃない！」とかなり厳しく言った時があったんですよね。で、もうそれ以
来シャットアウトということで、一切やらなかったですね。あのー、もう、受け付けられなくなっ
ちゃったっていう経験がありますね。 Onfo.1)
コミュニケーションがこう、不器用な感じで、でちょっと気が強くて、っていうようなタイプの子な
のかな？分からないんですけれども、そう言うタイプの、そう言う感じの子の時に、こう、議つ
ちゃってゲームの方に持ってっちゃうと、もう全然勉強に一切戻れなくなるってしヴ経験が二つ
ぐらいあるので、そこら辺は自分の中では経験から注意なんだろうなって、いうのが一個ありま
すね。(info.1
なかなかやっぱりゲームの方が本気モードになってしまって、 1時間のうち40分くらいゲームを
していて（笑）。 10分くらい勉強で、また残りの10分をおしゃべりかシール貼りとか、そういう全然
勉強とは関係無いことになってしまった目ももちろんありました。(info.3)
仲良しのお姉さんという様な関係であれば、害ljとすぐに仲良くなれて、遊びだとかゲームだとか
をするっていうような関係だったら、スムーズに仲良くできたんですけど。えっと、暗記が苦手
だったりだとか、算数だとか数学的なことが苦手っていうようなことが強くあったので、勉強を交
えての関わりだったりだとか、テストに向けての対策というところで、難しい。勉強に取り組ませ
るのが難しかったりだとか、ゃったことに対してやっぱり結果が思うように出ないということで、
ただ遊ぶだけの関係で、は無かったので、教えたりだとか、勉強をやりたいっていうような気持ち
に持って行かせるっていうのが難しいところでした。(info.3)
理論的メモ
・これによってIPに巻き込まれる感覚が生じる。
－ニ者間のやり取りの安心感ゆえに、そこから抜け出せない面もあることが考えられる。
101 
概念 IP、あるいは家族による支援の限界
定義 病的な問題、家族の問題における限界
たぶん、専門のそういう、クリニックの先生との会話も込みでやっていかないとおそらくもう無理
な状況だったとは思うんで、すけど。(lnfo.1)
そういう月lこ1回はにこやかに迎えてくれて、ちゃんと一緒にやれて、会話もきちっとコミュニ
ケーションも取れて、うん、出来ていたので、それは拒否とか、そういうことではなくて。さっき
ちょっと会話（説明）Iこ出ていた恐怖とか、対人恐怖みたいのが、もうちょっと病的にぐわーっと
出てきちゃって、自分でも制御できない状況に追い込まれてっていうことだったと思うので。そこ
ら辺は、たぶん療養というか専門的なやり方で対処していかなきゃいけない部分だったので。
(lnfo.1) 
中途でっていうことですと、そうですね。一番最近なのは、子どもかな。子どもがちょっと家です
るようになっちゃって、家で、大げんかになっちゃって、その勢いで「じゃあ、家庭教師も止めてや
る！』と言ってやめちゃった（笑）ってし、うのが、一番最近かな。っていう感じですかね。子どもが
「やだJっていって止めるっていうのが、えー…中途で止めるケースでは一番多いですね。
(lnfo.1) 
バリエーション経済的なってし、うのが若干あったりはしますね。（lnfo.1)
ある新興宗教に入っていらして、そこで信仰を結構厚〈持っていたお母さんだったんですけれど
も、その新興宗教に私もはいらないかというような感じで、3時間ぐらいかな（笑）、結構長い間勧
誘をされまして。で、それでちょっとやっぱり、自分が関われる限界も感じていたので、大学の
先生やそのスクールカウンセラーの先生にも相談をしたところ、やっぱりちょっと関われる、そ
の一、支援というか、限界というものを自分でも感じて。その家庭教師は打ち切りというような形
になってしまいました。(lnfo.3)
息子さんの方がアスペルガーの症状とかで発狂したりっていうような感じでけいれんとかし
ちゃったりとか、そういう身体的な症状がかなり出てきてしまっていて。行っている時にも何回か
自分の感情とは別で騒いじゃったりだとか。そのけいれんが止まらなくなっちゃったつというの
は何回か見たんですけど。その症状がだんだん強くなってきてしまっていて、最終的にはその
小児精神病棟っていうような施設にちょっと入らないと行けない。半年くらい入院しなきゃ行け
ないというようなことになってしまって。ご家族との面会もちょっとダメだっていうような話になっ
てしまって。もう物理的にちょっと家庭教師にいくということができなくなってしまったので。突
然、お母さんからの電話によって終了というような形になってしまいました。 (lnfo.4)
理論的メモ
・この結果として中断となる
・時期関係なく影響を与える悪影響のひとつ
概念 試行錯誤
定義 うまく関われず、あれこれ考えて、押したり引いたりして関わりを作ろうとする。
すごく始めたばっかりで、生徒さん少なくて時聞がたつぷりあったので、時間が過ぎても「これや
らなかったら、俺は帰らないぞ lJとか言って（笑）、6時間ぐらい居座ったりとか（笑）。いろいろ、
たまに怒鳴っちゃったりとか、いろいろ押したり引いたり、押したり引いたりして、一生懸命ゃっ
たときがあったんですけど、それが全然うまくいかなくて。（lnfo.1)
それほどたくさん話題をもりこむのも、彼にとっても、キャッチして返すというのもしんどい作業
だったでしょうから、 1時間｜こ2,3i固くらいを考えてやっていたのでo2,3個投げかけて、スルーさ
れでも回数は少ないので。まあ、しかたがないかな、まあがっかり感もあるけど。まあ、また今
度はまたこういう話題ではなしてみょうかな、というような気持ちにもなりましたかね。(lnfo.2)
一応その臨床心理士の先生に相談をして、「これをやってみてうまく言ったらそれを続けてみ
て、それでもうヒットしなかったらまた違う方法で」みたいな感じで、手探りっていうような感じでし
たけど、一応自分なりに考えていろいろ話してみたりはしました。(lnfo.3)
彼がこういうときに力ッてなるんだとか、この子はこういう感情をもっているんだとか、そういうこ
バリエーション とがわかるまでは、うん、探ってましたね。ずっと。だから僕もどこまで踏み込んで良いのかわ
からなかったし。なんかちょっと怖かったんですよ。そういうのが出てきたときに、変な形で出る
のがやっぱり嫌だったから、どういう話をするとうまい具合にその子の気持ちが出てくるかつて
いうことをすごい探っていた。(lnfo.5)
結果的にはでもやっぱどっか感情に触れる部分とか、その子の人となりがわかるようなのを探
していた時期って言う方が正しいかな。だから待っていたというよりは、ずっとどんな子なんだろ
うな、何をして良いのかなって言うのもそこから出てきていたので。かな。だからこの子は本当
はどうしたいんだろうっていうことをずっと考えていたかな。かもしれないですね。(lnfo.5)
外にとりあえず出るという目的として最初設定していたので、それをどのタイミングでどれくらい
押していったらいいのかなんというか、こっちからあんまりぐし、ぐい外に出ょうよみたいな感じで
言っても向こうのモチベーシヨンも下がるた、ろうし。どのタイミングで、外に連れ出せるのかってい
うのを一番考えていたような気がします。どのタイミングが一番良いのかなっていうのは。それ
を見せるとたぶんもう外に出たくなくなっちゃうのかなみたいな。それがこのケースで一番大変
なところでしたね。(lnfo.6)
理論的メモ
－拒絶に対してあれこれ工夫する過程。
－あきらめず、粘り強い働きかけ。
102 
概念 支援がうまくできているという実感
定義 IPの変化を感じ取り、支援がうまくいっているとし、う感覚。
例えば、ちょっと自分のことしか見れてなかった自分が、ちょっと…うーん。例えば扇風機が
あったら、ちょっと僕の方に向けてくれたり。そういうちっちゃな思いやりみたいなものを、僕に
対してちょっと気遣ってくれるっていうものを感じた時に、「ああ、やっててよかったな」とし、うか
「あ、うまくいったんだ、な。僕のやり方がうまくいってたんだな』っていうか。教育する上で、きっと
一番大切なものってそういう部分だと僕は思っているので。そういう、人に対してちょっとした優
しさを向けられるとか、自分のことだけ、自分さえ良ければ良いと思うんじゃなくて、人のことな
んか知らないなんて言わないで、ちょっとずつでも良いから人に対して思いを馳せられるってい
う、気持ちを持つ事ができるということが大切た、と思っているので、そういうことがちょっとずっ
見られた瞬間が成功したというか、言い方が間違ってなかったなって思える瞬間かなとはおも
いますね。 (lnfo.1)
ちょっとヒットしてくれたみたいで、それまで淡々とただ勉強して丸をつけて、電車の話をされて
終わりというような感じだったのが、シールを今日は何個集めたいから何ページまでやるみた
いな感じで目的を持って取り組んでくれるような感じlこなってきたので。そのただ隣に座って勉
バリエーション 強やって見てるというよりは、その何ページまで、できるにもすごい早い時間で終わっていたの
で、そういうすごい早くできたねとか、そうし可コミュニケーションがだんだんだんだん取れるよう
になってきて、むこうもほめれば喜んでくれたりっていうようなことで。そうですね。そのとき唯一
苦手だったのがかけ算を覚えることが苦手だったんですけど、最終的には全部九九、九の段
全部覚えてくれたので、そういうのは良かったかなとは思います。Onfo.4)
その子との対応のコツをつかんでからは、結構私自身も会いに行くのが楽しみになっていたよ
うな感じだったので、勉強に対しては特にたんか取り組みにくいような感じも無かったし、理解
力もしっかりあったので、教えたことはすぐに覚えるし。記憶力もものすごいよかったので。勉強
に対する悩みというのはもうほとんど無かったんですが、だんだん前は一方的にしゃべって終
わりっていうようなことが、結構キャッチボールができてるなという風に実感できるようになって
いいたので。特に問題も無く良い関係であったとは思います。(lnfo.4)
作文を書くとかも、 1回書いたときに僕がちょっと「これいいじゃんJって言ってあげると、もうー
回書いできたりだとか。そうし、う相手になれていたんだなと，思うとちょっと関係はできていたんだ
なとは思いますね。(lnfo.5)
理論的メモ IPの支援者に対する興味や自己開示を受けて生じる支援者の内的な反応。
概念 観察し、適応する
定義 観察し、IPに合う形に調節して対応しようとする姿勢。
一番最初に接するのは、最初に面談に行かせていただいて、お父さん、お母さん、ご本人とい
うことで4人で話しているとか、あるいはお母さん本人で3人で話したりだとかが多いんですけれ
ども。そう言うときに、平等にお父さんとお母さんと話すのと閉じぐらい、生徒さん、お子さんと
ちょっとずっ話しをして。お父さんやお母さんがいるので、それなりに返事をしてくれる子が多い
んですけれども。その中で返事の仕方だとか、目、視線をどっちにもっていってるのかだとか、
あのー表情だとか、うん。声の張りだとか、全部、感じ取って、この子にはこういう雰囲気で接し
ていこうってし巧答えがでるんですね。（lnfo.1)
こう、なんだろう…例えば、ちょっとあのー…ちょっとこう、恥ずかしがりっぽいなとか、ちょっと話
すのが苦手そうだなっていったら、まあー優しく。あのー…赤ちゃんに話すぐらい、本当に（笑）。
あのー 優しく、「ねー 」って。中学生に対しても「ね一」って優しくしゃべりますし。なんか生意気な
そんな子だなっと思ったら、「んだよー 」っていうくらいの（笑）しゃべり方をして、「こうでしょ？」と
か「ここだよねえ！」とか、ちょっと強めに。わざとインパクトを付けて話したりだとか。テクニック
バリエーション
使ってますね。あはは（笑）。その子によって、別に…なんだろう…本当に、その子にあった自
分っていうのを作っちゃうっていうのも変なんですけど。うーん…同化させちゃうってし守のも変
なんですけども。感覚をそろえようっていう気持ちでやってるところはあるかもしれませんね。そ
ろえればいいってもんじゃなくて、さっきも言ったように、こう、なんだろう、おとなしそうなかわい
らしい感じの男の子でも女の子でも、そういう感じだったら、すっごい優しくしますし。という感じ
かな。と、思いますね。(lnfo.1)
何回も訪問していると慣れすぎて、柔軟性が無くなっていく。例えば、机の上で一緒に活動す
るっていうことがあると、席が毎回同じになるとか、固着して行くものがあると思うので、そこは
自分で観察しながら、柔軟にできそうなところはどこだろうとか。考える必要があるなというの
は、訪問のケースを通して感じるところでしたね。(lnfo.2)
最初の頃はとにかくどんな子か観察するみたいな感じで（笑）、おしゃべりは結構一方的にして
きてくれたんですけど、何に興味があるのかとかどんな風にやっていったらもっと良いのかと
か。その子についての観察をして、どうやって関わっていこうかなみたいな感じで考えていまし
Tこ。(lnfo.3)
－どういう子なのかを行動や口調から観察する。
理論的メモ －とくに初期に見られる姿勢。
・観察するだけではなく、IPの関わりゃすい形に自分自身の姿勢を調整しようとする姿勢。
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概念 IPに巻き込まれる感覚
定義 IPの環境や支援者に対する要求によって振り因される感覚。
それ以上突っ込んでやったら、僕がうつになるので、それ以上は、出来る範囲の中ではそこで
ストップなんだろうなと。だから、まあ、間違った方向は向かないという自信はあるので、自分は
出来る限りのことをしていれば良いのかなって。それ以上を求められるのだったら、専門の機
闘での力ウンセリングだったり、なんなりを受けていただくっていうことになるんだろうなと思いま
す。(info.1)
招かれて、あちらの枠の中でお会いするので、うーん。毎回環境が変わる感じというか、置か
れていたものが違ったりとか、あとはその訪問活動の直前までどういうことがされていたとか、
バリエー ション
そういうことがかなり毎回毎回大きく違うと思うので、適宜そこに、そこをよく観察して、毎度関
わっていくというのは注意しないといけないなということと。(info.2)
毎回毎回訪問して最初の、会って導入するときっていうと、なんていうかその、すごく話題が無
いと、導入しlこくいのかなっていうのをすごく感じてました。なんていうか、閉じ面接室でやって
いたら、あちらが話し始めるのを待つみたいなこともありますけど、訪問た、とすご、くリセットされ
る感じと言いますかね。すごく空間が変わっているので、すこし準備が最初の数分で必要か
なっていうのは感じます。(info.2)
相手のフィールドに入って飲み込まれないようにするっていうのが、訪問支援の一番大変なと
ころかもしれないですね。(info.6)
理論的メモ
•IPと関わる上で生じる感覚。
・距離感がつかめない状態になっているから生じる感覚と思われる。
概念 自分の中で方針を持つ事
定義 関わる中で、どのような方向性を持って関わってし、くかという方向性を持つ事。
じゃあ今、何かそういう状況におかれたときに「どうしよう。どうしよう。どうしたらいい？どうした
らいいの？」っていうので困った事ってし、うのは、多分ないですね。うん。たぶん、あのー決まっ
てるからだと思うんですよね。要するに自分の感性を信じてというか、自分のフィーリング、で、
「あ、こういうとこでこういう話しができたらこっち、こっち」って方針が決まっちゃうので。（lnfo.1)
最初はやっぱり目的が無いと迷うんじゃないかなとは思うんですよね。自分がなんでこれやっ
バリエー ション てるのかとか、なにしたらいいんだろうっていうのがわからない
まま行くのが一番つらかったの
で。もちろんその目的に染まっちゃって、子供のことを忘れちゃう訪問なんでありえないから。子
供のことをちゃんと見て、目標を立てて、でその為に今これをしているんだということがわかって
いれば、たぶんもうちょっと楽に行けたかなとは思います。（lnfo.5)
だからもう、向こうの要求っていうか、上の要求がわからないんだったら、聞いても教えてくれな
いんだったら、僕は僕なりに。まあ変なことはしないレベルでやるしかないんだなって思ったし、
結局できることは自分の中でできることしかないんで。(info.5)
－導入時の姿勢
理論的メモ －役割の明確化にも近い概念
－十巨絶等にあったときに揺らいでしまう自分のスタンスを維持しようとする姿勢。
概念 IPとのコミュニケーションの難しさ
定義 コミュニケーションの取れなさから生じる難しさ。
基本的に、なんでしょう。こちらとしては本人と直接やりとりをして、この子がどういう考えを持つ
ているのかとか、どういうことに困っているのかといった所を直接やりとりしたいところだったん
ですけど。下の子たち、下に小学生の兄弟が2人いたんですけれども、その子たちを通してしか
コミュニケーションを取れないというようなことがありまして。 (info.2)
そのゲームの話以外のことになると突然会話が難しくなるので、そこはずっと苦労を感じていた
バリエーション
ところですが。(info.2)
外見的な印象としては、表情が堅くて、こちらの目を見てあまり話してくれないっていうのと、あ
とこちらの問いかけにも一応レスポンスはしてくれるんですけど、あんまりこう、なんていうんで
すか。会話が続くような感じじゃないっていうのが一番最初の、外見じゃないところも言っちゃっ
たんですけど。っていう感じでしたね。 (info.6)
最初は、しゃべらないっていうのと目を合わせないっていうのが一番大きいところだ、と思いま
す。Clnfo.7)
理論的メモ －導入初期lこIPとのコミュニケーションの取れなさから生じる難しさ
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概念 IPの感情の触れられなさ
定義 IPがどのように感じているのかなどの肉的体験に触れられないことから生じるもどかしさや不安。
自分自身のことをもう少し出してくれたらなと思いましたね。難しい部分ではあるとは思うんです
けど、言葉に出すっていうのは。感情面だったり、1週間の中でこういうことがあったとか、自分
の体験を伝えるとかっていうことで、それをキャッチで、きたらすごく、会っている期間で積み重ね
ていけてるなっていう手応えが、そこが出来ていればひょっとしたらあったかもしれないで、すけ
バリエーション
ど。(info.2)
話はできるから、報告書に書くことは全然困らなかったし。今日はゲームでこんなことをやっ
たって言ってました。最近はこれぐらい寝てるって言ってましたとか。なんていうかその子の情
報報告は全然できるんだけれども。彼が思っていることとか、不安、なんかどうしたいっていう
モチベーションがあるのかないのかとか、そういうことについては全然自分は触れられなかった
ので。(info.5)
・'I青緒的なコミュニケーションを取りたいという支援者側の欲求でもある。
理論的メモ －反応の無さからではなく、関わりが持てている中で生じる不安
・!Plこ巻き込まれる感覚と同様、距離感がうまくつかめずにいる中で生じるもどかしさ。
概念 IPに支援者を知ってもらう
定義 IPに自己開示をして、こちらを知ってもらう行為。
毎週この時間に来てますよっていうのを手紙を書いて。毎回ではないんですけど。月に1固くら
い、自己紹介を兼ねて、「こういう事が好きです。』とか、少しずつ訪問者側の情報も開示して、
分かってもらってし、くってし可作業とか。(info.2)
あとは、彼は少年漫画が好きだとういうことで、自分の持っている漫画を毎週、そうですね、2、3
冊くらい定期的に運んで。で読んでもらって、次新しいのを持って行った時に、シリーズ物なん
ですけど、 1、2巻最初に持って行って、次会いに行ったときに3、4巻を持って行って、前の1、2
巻を返してもらうというような形で、『これを届けて読んでほしい」というような人聞が居るって言
うのが伝わればなっていうようなことをやっていましたね。(info.2)
バリエーション 向こうが姿が全く見えないので、どうし、う子なのかなっていう、なんていうか分からない中でで
すけど、少しでも知りたいというような気持ちがあって、その逆でこっちがやるというんですか
ね。こっちを知らせていくとし、うようなことで、一方的かもしれないですけど。初めて顔を会わせ
るときに、まっさらな状態ではなくて、少しでも情報があった方が、彼も乗っかりやすいかなって
いう気持ちでやってましたね。(info.2)
おそるおそる学校の話をしてみたり、おそるおそる僕の生活の話をしてみたり。(info.5)
半分くらいはもう自分の話をしたりだとか。今はマリオをこないだゃったんですけど、「今のマリ
オこうなってるんだ』みたいな。「うちらの頃はこんな感じだったよ」みたいな（笑）話をしたりだと
か、もう無理矢理何かしら話するみたいな感じですかね。(info.7)
・IPのことを知りたいということの裏返しとしての行為。
理論的メモ －実際に会った時の抵抗を下げるための行為。
－導入初期の会うための工夫の1つ。
概念 役割の明確化
定義 支援者IPがどういう役割として立ち回るべきかについて考える。
だから例えば、そういうさっきこもっちゃった子に関しても、僕ができる範囲で出来る事は、お母
さんに通う事。で、出てきた時は本当に精一杯、いい雰囲気を作って教えること。こもっている
聞はお母さんと話をして、状況を聞いて状況を出来るだけ把握を出来るだけしていくこと。って
いうことで、多分自分で全部解決しようとおもっていないからだと思うんですよね。自分に出来
る事は何かつてことを察知して、自分にできることを精一杯やる。（Info.1)
親担当者が親の話を聞くというような構造があって。なので、あまりこう、訪問する側の子ども
担当ですかね、自分がそこで聞きすぎるのもお母さんにとって二度手間になるのかなっていう
ような気持ちもありましたし。自分が聞いても動かせないところはそっちでお話していただかな
バリエーション いと、というような場面も何度かあったりして。そうするとお母さん
も1時間という毎週会う時間の
中で、どういったテーマなら訪問してくる担当者と話せるんだろうというような戸惑いも最初はお
母さんも感じていたようなので、そこのこう、バランスというんですかね。役割分担も暖昧になっ
てしまいそうなところは難しいところでした。(info.2)
僕の場合学校が僕の支援の統括になってくれたんだと思うんですよね。一緒に考えtてくれる
人。分担してくれる人。だから、担任の先生と僕はお互いに補完し合っている感じだったんです
けど、その担任の先生とはある程度共有で、きていた部分はあると思っていて、言葉にはうまく
できないんですけど。でも彼がまあ、なんかきっかけがあったときにうまくいってくれればいい
な。で、その助けを私たちはしようというところでたぶん目標が一致していて。僕は彼が私的な
興味で、何か出したときに乗っていればよかったし。(info.5)
－支援に入る上で、自分のやるべきことをはっきりさせておくための姿勢。
理論的メモ －他の関係者が居る場合は、他の関係者との役割を意識する
－関係者が居ない場合は、自分の支援の限界を踏まえて役割をはっきりさせる。
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概念 IPの変化によって支援者の中で生じる期待
定義 会えなかった状態からIPの気配を感じるようになり、会えることへの期待が膨らむ。
本人の気配を感じるようになったっていうんですかね。例えば、下の子たちが遊んでいて、4人
でやっていますけど、弟を自分の部匡から呼んだりですとか。「こっちこーしリとか、声が聞こえ
るようになったとか。あとはその、僕らが集まっているところに彼の方から働きかけをするように
なってきたというのは、僕が来て、そういうことをやってるというのは分かっているので、少し脅
威が減ったのかなというのは感じ取っていたので。以前のお母さんとずっと話して終わりとしヴ
期間よりは、本人に会えるんじゃないかつてし可。気分としては、だいぶ楽になりましたね。「こ
バリエーション
れは、待てば会えるかもなJってし、う、そういうピ、ジョンが見えてきた時期だったかなと思います
ね。(lnfo.2)
焦りは徐々に慣れていったっていうのもあるんですけど。なんて言うんだろうな。徐々 に焦りは
確かに無くなってきて、それは向こうのレスホ。ンスが増えたっていうのもあったりもするんですけ
ど。えっと、なんて言うんですかね。この方法で間違ってはいないから、どちらかというと何を話
そう何を話そうっていう焦りよりは、なんて言うのかな。ああ、違うな、何かを話さないといけな
いなっていう焦りよりは、なんかどうし巧話題を探したら良いかなみたいな、そういう方向にシフ
卜していったので、焦り自体はすぐ無くなっていったような気はします。(lnfo.7)
理論的メモ
・これまでの関わりが間違っていなかったという気持ち。
•IPの変化に対する支援者側の気持ち
概念 家族の焦りの理解
定義 支援をする中で支援者に向けられる家族の焦りの理解。
その生徒さんの代わりにお母さんのカウンセリングじゃないんですけれども、お母さんの話をす
るという（笑）、刷れ変えられて。ずっとしばらく1年かそこらくらいかな。お家には通つてはいたん
ですけれども。ただ、その聞にチャンスをうかがいながら、「機会があればやろうよJみたいな感
じで、それこそ毎回声がけしてやってたんで、すけども。(lnfo.1)
お母さん自身が毎週来ているのに、会わせられていないということで焦りというか、逆にお母さ
んも会わせられないんじゃないかっていうような感じになってきてしまっていて。そうですね、そ
この話の聞き方が難しかったですね。というのもそのテーマが出ると、本人がその様子を見て
いるのかもしれないので。うーん。もしかしたら本人にとっては耳の痛い話になったりとか。こう
いう話をするやっとは会いたくないって思うかもしれないってしヴリスクも感じつつ、聞いてまし
た。(lnfo.2)
お母さんをどうさわっていいのかわからない所もあって、距離がね微妙だ、ったんですよ。だから
例えば、起こしていいのかつて、変なところじゃないですか。どっちか自分で選ぶお母さんの方
が多いと思うんですよ。「お前、来てるんだから起きれよ！」ってたたき起こすお母さんも居ると
バリエーション 思うし、「ごめんなさい、うち、もう寝ちゃっているので今日は帰ってください」っていうお母さんも
いたと思うんで、すけど、僕に闘いちゃうっていうことが、たぶんあのお母さんのどうしていいのか
わからないっていうことをそのまま如実に表していたと思うんですよね。だから、何だろう。うん
とね、まず、家は2階建てで、彼の部屋は1階で寝ていたのかな。1階か。で、リビングの横に、
彼が個室にして使っちゃっている部屋があって、そこの中にゲームがあって、毛布があって。そ
こでずっと寝泊まりをしの、ゲームみたいな感じだったんですよ。で、夕飯の時だけ出てくるみ
たいな。完全に絵に描いたような引きこもりみたいな状態で。お母さんは、それを強硬に止め
るっていう策にも出れないし。ある種だから配慮しなきゃとか、障害かもしれないっていうのも
あったのかもしれないですね。どうして良いのかわからないし、とにかく触らないように、うまくう
まくしてあげようと思っても、まあ途中からそれが障害チックっちゃ障害チックなんですけど。放
射能が出るか水がどうこう、っていう行動に出始めて。なんか、水道水が危ないとか。じゃあ、
どうしろっていうのってしヴ母親の怒りもやっぱりあるし。あんまりだから関係が、その程度で済
んでいたっちゃその程度済んでいたけど、全般がうまく言っていたとは思えないな。それぐらい
のけんかは誰でもするだろうけど。でも、すごいだから、距離感をうまく詰められなかったんで
しようね。(lnfo.5)
理論的メモ
・家族に対する支援の1つとして位置づけられると考えられる。
・IP、支援者とは別のフェーズ。
概念 変化の起こらなさから生じるもどかしさ
'.if乙主軍主総 会えて活動自体はできているものの、変化が生じないことから生じるもどかしさ。
もう少しなんとか出来ないかなとか。自分自身の物足りなさみたいなものを感じてましたね。た
だゲームを、ゲームをする、できるだけでも、かなりそのときは大きな進歩だったので、それまで
の何ヶ月聞かに比べれば、大きなステップアップだったんですけど。欲を言えばゲームをしなが
ら、ゲームのことも話しつつゲーム以外の日常会話もできたらいいかなとし、うのは思っていて。
すこし、こう、物足りなさというのですかね。そういうのを感じてましたロ (lnfo.2)
バリエーション 最初の頃は、僕はなんで行ってい
るんだろうっていう部分にすごい迷ったんですよ。結構早くか
ら、ポケモンの話とかをすると、なんだろう。表層的なっていうと変ですけど、ゲームの詰はでき
るんですよ。だから1時間ぐらいしゃべって帰るっていうことは全然できていて、でもなんか実が
無いというか。ここで何をしてるんだろうなってしヴ感じがすごいあって。僕はこれで良いのかな
とヵ、。 (lnfo.5)
最初のころは本当になんか、ただ勉強をして丸をつけて、言いたいことを言って終わりみたいな
スタンスだったんですけど。『これじゃ来てる意味がないなJと思って。(lnfo.4)
理論的メモ －関わることはできるものの、もっとIPIこ近寄りたいとしヴ支援者側の衝動
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概念 関われるようになる
定義 拒絶的な反応が少なく、関われるようになること。
最初はちょっと雰囲気的にちょっと難しそうだなっていうことがあったんですけれども、まあなん
とか会話をちょっとずっぼそぼそとやっていって。なんとか一緒に勉強をするというところまで
もっていったんです。 (lnfo.1)
8ヶ月目にやっと本人が廊下に出てきまして。「初めまして」っていうちゃんとした挨拶は出来て
J¥1）エー ション ないんですけど、でも彼はかなり後ろに引っ込んでいて、確かお母さんの背中の後ろに隠れて
いたと思うんですけど。ようやく姿が見れたなっていうぐらいで、こちらから挨拶をして、一緒に
じゃあみんなで、続けて遊んでいこうねって言う事を伝えたと思うんですよね。カードゲームとか
UNOとかをやっていたんですけど、カードも彼の分を渡して、彼の出すカードが遠くからシュッと
滑らされてくる感じで。かなりまだ距離がある感じだったんですけど、そういう風な形でやっと問
じ空間に居れるようになりました。Onfo.2)
・4巨絶的な反応があってもなくても訪問を繰り返していき、会えるようになったり、関わりが持て
理論的メモ るようになったころ。
－二者関係が持てるようになった頃。
概念 拒絶的な反応から生じる不安
定義 IPの拒絶的な反応から生じる支援者側の不安
会える感じがしないというか。リアルに想像できないという感じがしてましたね。(lnfo.2)
がっかり感（笑）ですかね。「この話題でもだめかーJって感じですかね。手詰まり感。(lnfo.2)
バリエー ション
なんか、自分がここに行っている意味があるのかなとかすご、い感じましたね。最初は。(lnfo.2)
今もそうですけど、なんか不安ですね。やっぱレスポンスが全くないとなると、なんか変な事
言ったかなとも思うし。なんか、この後どういう話ししようみたいなのも、全くレスポンスがないと
広げようが無いので、それはかなり難しいなと思います。結構なんて言うんだろう。気持ちで表
すとしたら不安ですね。不安を感じます。 Onfo.7) 
－関わりが出来る前の段階
理論的メモ －初期の拒絶的反応から生じる支援者側の感情
・この不安から拒絶に対する工夫をする。
概念 リアクションが無くても話題を振る
定義 侵襲的な内容ではなく、日常的な会話や雑談を振り続けて犠子を見る。
こちらから、取り合えず話題をふるというのは続けてました。ほぽリアクションは、ゲーム以外だ
とスルーされることが多くて。なかなか会話が続かないというか、続く続かないの以前というか、
キャッチしてもらえないというところがあったので、根気はいる作業だったんですけど。「今日は
最寄り駅からここまで来る聞に、こうしづ虫見つけたんだよ」とか言って。なんて言うんでしょう。
ちょっと外の世界じゃないですけど。ちょっと侵襲的になりすぎないような、ごくごく日常の話題
を振ってみたりとか。してましたね。(lnfo.2)
あとは向こう恨ljの、話さないんですけど、声に出してはしゃぺらないんですけど、でもなるべく沈
バリエー ション 黙の時聞を作らないようにしようと思って、まずは本人が話しかけられてうっとうしいと思ってい
るかどうか分からないんですけど、とりあえずはその方向性でやってみょうかなっていう感じ
で、今手探りな状態なんですけど。いろいろな話題を振って、で、反応が有るかどうかを見るつ
ていうような感じですね。Onfo.6)
反応が悪くても、こっちからある程度、なんて言うんですかね。なるべくこっちの方から話題を絶
えず振るようにというのを心がけていました。で、まあ最初の頃はそれでも全然反応は無いん
ですけど、ちょっと回を重ねるごとに変化が見られたので、この方向で大丈夫かなっていうの
で、同じ方向で、こちらからいっぱい話を振るような形で進めて行きました。(lnfo.6)
－拒絶に対する工夫の1つ
理論的メモ ・「次に期待し、働きかけ続ける」の概念と共通するところがある。
・外の風を吹き込む機能もあると考えられる
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概念 IPが関わりゃすい環境の設定
定義 IPが実行に移しやすいことや環境にすることによって関わる。
玄関で、あのー、下の子たちとお母さんと4人で自分も含めて遊んで、その遊んでいる様子を今
度は部屋の中から見てもらうという期聞が始まりまして。おそらく彼にとって、参加しやすくとい
うか顔を出しやすくなったなって思ったのは、遊んで、いる姿を見てもらうというところだったのか
なと思いますね。その、お母さんと話している期間ももちろん大事だったと，思うんですけど、下
の子たちと楽しげに遊んで、遊んだ後に下の子たちが訪問者のだれだれと、まあ僕のことです
けど、遊んですごい楽しかったっていうのを間後的に家の中で、自分が帰った後にしてもらって
いたようで。じゃあ自分もあのー、会ってみょうかなと。一緒に遊んで、みょうかなってし、う風に伝
えてもらって変わったんじゃないかなと思います。お母さんの中でも兄弟全員そろっていたら遊
ベるんだというイメージも出来ていて。本人もみんなとなら会える、とし、うことは表明していたと
いうこともあり、それで今度も自分が新しく入っていますけども、前と同じような環境であれば遊
ベるんじゃ無いかとお母さん自身も考えていたようですね。(lnfo.2)
ゲームに関しては、私自身が初めてやるゲームばっかりだったので、彼から「こういう風に技を
出すんだよ」とか。「こういうルールで戦うんだよ」とか。ある程度、少し彼が優位な立場という
か。ゲームを通して、まあ説明するとか。最初に話でましたけど。そう言う形で、彼の方から働
きかけられるというような時聞が増えたような気はしますね。(lnfo.2)
ゲームの中で働きかけると、ほぽほぼ全てリアクションがあるので、彼としては返しやすかった
部分だったんだろうなと思いますし。(lnfo.2)
なんかコレクションしたりするのがすごい好きなお子さんだったので、好きな電車だったりだと
か、好きなキャラクターをちょっと聞き出して、なんかここまでドリルだとか勉強の問題集をでき
たら、このシールを貼っていこうみたいな感じで。（lnfo.4)
時間とかもそうで、結構長〈居たんですよ。話が弾めば1時間以上居たし。短い時は眠そうだつ
たら30分で帰るとか15分で、帰るっていうこともやったし。起きてこなければそのまま会いもしな
いで帰るとか。その辺は相手に任せたっていうことですかね。 (lnfo.5)
E ：ひとつは、よくやるのは、なんか、こう、だれでも出来るようなことをわざとミスるみたいなこと
とか。なんて言うんですかね。あとは、もう、本当にしゃべり方とか結構きをつけていますね。あ
の一難しい言葉とかは使わないように。なるべくこう、なんて言うんですか。熟語じゃないように
（笑）、なるべくひらがな、ひらがなじゃなくてなんて言うのかな。分かりゃすいようにとか、堅い印
象をもたれないような。そういう、まあ、接しやすいような。向こうが接しやすいと思ってくれるよ
うなイメージを作れるように心がけてはいますね。
バリエー ション
I：わざとミスるというのは、どうし巧意図があってそういうことをするんですか？警戒心を解くと
いうことはあると思うんですけど、わざとミスるということと警戒心というのはどういった点で結び
つくのかというのを。
E：なるほどなるほど。向こう、引きこもっている方が多いんですけれど、支援に入る場合って。
引きこもっている方って、自分がすごく失敗したりして、それを誰かに言われて、すご、く嫌だった
経験とかっていうのをいっぱい持ってらっしゃる方が、全員が全員では無いんですけど、多いよ
うな感じなので。なんですかね、完壁な人が来るよりも失敗しちゃうような、ちょっと抜けている
ような人の方が親近感が湧くかなっていう風に、個人的に思っているだけなんですけど、そうい
う人が来た方が警戒しなくて済むのかなってし可。(lnfo.6)
E：会えないときは、えっと、例えばその、ゲーム機でチヤツトができるって言うのが今あるらしい
んですけど、それを顔は見ないでそれをやったりだとか。文字を書いたのを、相手のお母さん
に持って行ってもらって、それでやりとりをするみたいな。って言う感じですね。
I：直接会う事はできなくても、一応のコミュニケーションを…
E：何かしら、はい。コミュニケーションを取ってから帰るみたいな感じですかね。こだわりが強い
ので、いつも付けているベルトが無いから今日は会いたくないみたいなことがあったり。そうで
すね。I：その、本当は会えないとなったときに帰っちゃうとしヴ手段をとるのも選択肢のひとつだ
と思うんですけど、そこで何Iかしらのコミュニケーションを取ったというのは、どういう背景があっ
てそういう風にしたんですか？
E：やっばその、一応なにかこう、なんて言うですかね。何かコミュニケーションを取ったら、なん
て言うんですかね。自分のことは見ていてくれると思うだろうし、何もせずに帰るよりはイメージ
的にきっと良いだろうなと、ちょっと打算的な感じですけど。という感じで、何かしらして帰ろうと、
そんな気持ちです。(lnfo.7)
おそらく彼にとって、参加しやすくとし、うか顔を出しやすくなったなって思ったのは、遊んでいる
姿を見てもらうというところだったのかなと思いますね。その、お母さんと話している期間ももち
ろん大事だったと思うんですけど、下の子たちと楽しげに遊んで、遊んだ後に下の子たちが訪
問者のだれだれと、まあ僕のことですけど、遊んですご、い楽しかったってし巧のを間接的に家
の中で自分が帰った後にしてもらっていたようで。じゃあ自分もあのー、会ってみょうかなと。一
緒に遊んでみょうかなっていう風に伝えてもらって変わったんじゃないかなと思います。(lnfo.2)
最初のうちはやっぱり自分とその子との信頼関係がまだ薄かったので、その子の、何時までつ
ていう風に時間を決めて、なるべくその子と仲良くできるようにじゃないですけど、コミュニケー
ションをそのゲームとかの中で取れるようにってしヴのを心がけて、最初のころはまあ自由にと
いうか、やりたいことをやらせてやってました。（lnfo.3)
理論的メモ ・te絶にあったときに少しでも関わりやすい方法を使って関わろうとする
108 
概念 支援の効果に対する疑問
定義 支援の効果が現実場面で本当に有効なものになっているのかという疑問。
なんとか家族以外の人物ともこういう風に雑談ができたり、できたら良いなという気持ちになり
ましたね。なんて言うんでしょう。難しいなと思ったのは、自分との聞でできるようになったの
が、はたして別の場面で活かせるかどうか。雰囲気作りにすごく苦労したので、またこうリセット
されてしまうのではないかっていうのは、出来ることになったところに光を当ててプラスにも考え
られるんですけど。ひょっとしたら、自分との間でで、きたことが実際には出来ることとは言えない
かもしれないなというような懸念というか。実際に彼は出来ている力は見せてくれていたので、
バリエー ション なんとかこの出来るようになった事を他にも広げていけたらなってし巧気持ちになりましたね。
(Info.2) 
そんなに私の見ていない、週に1回しか行っていないし、その私の居ない以外の家族で過ごす
長い時間の中で、想像を超えるほど大変だったんだなっていうのをすごい思って。お母さんもい
ろいろお話をしてくれるお母さんだったんですけど、話を聞く限りは大変なんだなっていうような
ことが多かったので。すごい、寂しい気持ちもあったし、びっくりもしましたし。果たして何かお役
に立てていたのだろうかという風な思いにもなりました。 (info.4)
理論的メモ ・自分との支援の闘ではできるようになってきてから生じる支援者の支援の効果に対する疑問
概念 家族の諸要因による悪循環
定義 家族の認識、家族問のやり取りによって生じる支援の滞り。
例えば、その子に対して自分が質問とか問いかけをしたときに、代わり｜こ下の子たちが答え
ちゃうとか。お母さんもその場に居合わせていたら、代わりにお母さんが答えるとか。彼のコミュ
ニケーションを知っているが故のご家族の動きというか、そう言う感じがありましたね。(info.2)
親御さんがやはり、かなりそういう点では理解が難しいとし、うか、 LDというものに対する理解が
できているようで、認めたくないというような気持ちが強いお母さんだったので。やっぱり点数が
とれないって言うことに対してのストレスであったりイライラってし、うのがあったので、勉強の内
容が進むにつれ、ちょっと悩ましいような感じでしたね。（lnfo.3)
本人のやる気も難しいから、見たくないやりたくないってし巧風になってしまうことに対して、お
母さんがやっぱりどうしても教育的なお母さんというか、上に二人お姉ちゃんが居て、すごい優
秀なお姉ちやんで、一番下の子と比べてしまったりだとか。お父さんが警察官ということもあっ
たので、その一。LDというものに対する認識が「やればできるのになんでうちの子はできないん
だJというような感じで。そうですね、ちょっとそこのかなり難しいような感じがあったので。
(info.3) 
バリエーション その日の機嫌によりましたかね。ちょっと、やっぱり内容が難しい勉強だと、とりかかるって言う
こと自体にもちょっと拒否反応が出てしまったりだとか。「どうせやったってテストで点取れない
もん」みたいな感じで、いじけちゃったりた、とか、その前にお母さんに怒られていたりだとかした
ときは、すんなりはいかなかったかなっていう感じです。(info.3)
お母さんがやっぱりoその一。私がこういうことができました、できるようになりましたとか、こう
いう風に工夫をしたらこうし可風にできましたっていうようなことを伝えても、やっぱり家庭学習と
いうか、お母さんが見てるようなところでやらせるとできなかったりだとか。あとはできないことに
対して怒ってしまったりってし、うことが結構あったみたいで、その一、お母さんとの対応という
か、そのお母さん自身もやっぱり理解できなくて苦しんでいるというのはあったみたいなんです
けど。できてほしいという気持ちがもう、最低、普通の子と一緒でいいからできてほしいというよ
うな思いが強かったので、やっぱり途中からは点数が取れなかったりだとか、全然その目に見
える進歩が無いと言うのが、やっぱりなんか、「家庭教師なんて呼んでいても意味がないんじゃ
ないか」みたいな風にきっと思っているんだろうなみたいな態度だったりだとか。そういうものを
感じていたので、やっぱりそのー。まあ、限界を最後の方は感じながらどういう風にしたらいい
んだろうと、ずっとストレスがあった時期も、最後の方はありました。(info.3)
・支援者、IPとは別のフェーズ、ではあるが、IPや支援者に対してに支援全体を通して影響を与
理論的メモ
える概念。
－支援者はそれに対して何らかの対応をしないといけないと感じることもあり、焦りなどの理解
や心理教育もすることもある。
概念 拒絶的反応から生じる困惑
定義 意志疎通の出来なさから生じる支援者側のネガティフ、な思考
その、お母さんとはお話をして、この後す、っとこれを続けていれば本人に会えるというような感
じがあればよかったんですけど。あまり、こう、ずっとこの感じが続いて本人と結局会えないとい
バリエー ション うことも有りそうだなってし可。なかなか会うイメージが出来ないような感じがしましたね。(info.2)
向こうから何もしゃべっている様子がないので、自分が言っていることを相手がちゃんと理解で、
きているのかどうかというのがわからないとし、うのが一番困っています。今現在も困っています
ね。こういう言い回しでイ云わっているのかな、とか。そうですねOnfo.6)
理論的メモ
－拒絶的な反応から生じる支援者側の不安と同様
・この不安から拒絶に対する工夫をする
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概念 近づくための積極的な関わり
定義 心理的な距離感を詰めるための工夫
一方的に働きかけるということだけではなくて、一緒に何かをするっていうことがすごく、まあ全
体を通して見たら良かったのかなって思っていて。特に後半といいますか、最後の1年。後半の
1年とかは、一緒に絵を書く時間を最後の10分間もっていたんですけど、彼が絵を書くだけでは
なくて、自分も一緒に同じ画用紙に、それぞれの絵を書いて。こっちの絵に対してコメントをして
くれたりとか。一緒にした上で、こっちに何か働きかけをしてくれるっていうようなことが積み重
ねられたのかなっていう風には思っていますね。(info.2)
彼はゲームがすごく強かったので、結構積極的に挑戦していきましたね。それぞれのキャラク
ター lこ攻撃ができるゲ、ームだったんですけど、あのー。割とこっちから接近を、ゲームの中でで
バリエー ション すけど、していくというか。（lnfo.2)
結構まあ、その時期はリビングの中で彼との距離、物理的な距離が遠かったので、ゲームの中
で縮めるというか、そういうことは意識していたと思いますね。(info.2)
工夫は、自分なりですけど。遊びへの取りかかりってし、うのが、結構すぐにできるような子だっ
たので。例えば数学的なことだったら、似たようなゲームみたいなものを使って、勉強につなげ
てみたりだとか。あとは、暗記はすごく苦手だったんですけど、絵を描いたりすることはとても上
手で、大好きだったので。例えば英単語とか、漢字とかを覚えさせるときにも、絵を描かせて、
それで、英単語につなげるような感じの流れを作ったりだとか、自分なり｜こゃったりしていまし
た。（lnfo.3)
理論的メモ
－関わりが持てるようになってから、心理的に近づけないもどかしさを埋めるための行動ロ
－距離感の調節をはかる中で近づく為の行動
概念 家族への関わりの必要性
定義 IPを支える家族の不安を和らげる必要性。
まず自分の仕事は対子どもでは無くて、対家族だと思っているので。ご荷親の方針に修正が必
要だろうなと感じたとしても、ダイレクトにすぐにこうした方が良いとか、ああした方がいいなんて
言う事はやはり、言えないんですよね。言ったところで、反感を買って、終わりみたいなところに
なっちゃいますので。だけども、信頼関係じゃないですけども、何ヶ月聞かかけていって、信用
してもらえる様な関係を築いた方が、愚痴を言ってもらえるような関係になったときに、「やっぱ
り一番大変ですよね」と言う事で全面的に認めて、「実は本人とかより家族の中で一番お母さ
んが大変ですよね。」と（笑）というくらいの勢いで、まあ実際そういう所もありますからね。そうい
う感じで、理解をする中で、あのー…まあでも、例えば「この子はこうし巧形でも頑張ってる部分
もありますよ』とか、その子の頑張っている部分を褒めたりだとか、あのー…で。しているうち
に、だんだんその中のひとつのアドバイスとして、「もうちょっと見守る部分を作っていいかもし
れませんね。」みたいな感じで、オブラートに包んで、こう、ちょっとしたアドJtイス、角が立たな
バリエー ション いアドバイスをちょっとずっ入れていって、「そうですかね」って言ってもらえるような環境を作つてからちょっとずっいれてし、くっていかんじかな。気長に。(info.1)
日常的に彼の強迫行動であるとか、あとは昼夜逆転であることとかがあって、それに対してお
母さんが巻き込まれるとし、うか振り因されているっていうのがずっと続いていたので。まあ、こ
ちらからねぎらうというか、いうこととか、あとは何でしょう。「彼がそういう状態になっているのは
自分のせいなんじゃないか」っていうような語りも最初の方はよくでていたので。自責的になっ
ていくのを少し和らげる必要があるのかなっていうのを感じてはいました。お母さんが成功のイ
メージが出来るようにってし1うんですかね。そこがすごく、こう、支えられたらこのケースはすごく
動くのかなっていうように感じてましたね。(info.2)
あとはお母さんの不安が強いご家庭だったので、終わった後にお母さんの話を少し聞いて、そ
れでまたスクールカウンセラーの臨床心理士の先生と相談しながら進めて行くっていうような感
じでした。(info.3)
理論的メモ
•IPへの間接的な関わりの1 つでもある。
－関わっていくなかで、生じる支援者側の家族に対する支援。
概念 IPの変化への期待
定義 支援者の中で生じる変化への期待。
言葉が出ないなりに一生懸命説明してくれていたので、応援するようなっていうとあれですけど
（笑）。頑張って伝えてくれてるなとか。あとはそうですね。例えば、こっちが100聞いて、向こうが
100返すっていうことじゃなくて、 120とか＋αで返ってくると少し、こう、彼のこっちへの配慮とい
バリエーション
うか、より分かりやすくとし巧工夫が見えたりとかっていうことがあったので。そこが、あのー、
ちゃんとキャッチできたらなーっていうのを毎回思って聞いてましたけどね。(info.2)
いつか、彼がちょっと「こういうことをしてみたいんで、すよね」とか、何か「これじゃ自分これじゃい
けないと思うんですよね。」っていうことをぽろっと出したときにキャッチできる人がいれば良いと
思っていたから。そうなれれば良いかなって思っていたかな。Cinfo.5)
理論的メモ
• IPの表現が増えてきた中で、もっと内面的なものを出してきても良いと待ち受ける姿勢
－関われるようになり、距離感がつかめてきてから生じる感覚。
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概念 家族資源の活用
定義 兄弟などの他の家族（家族の資源）を使って、その場の対応をする
下の子たちが、自分たちが学校、下の子は学校に行ってるんですけど、学校で書いてきた工作
で作ったものとか、書いてきた絵を訪問者に見せるというようなことを、結構、訪問時間の終わ
りの方で出てくるようになって、「お兄ちゃんも絵を書いたりするんだよJっていうことで、「僕も見
せてみょうかなJとは言ってないですけど、「ちょっとまっててJって言って、部屋に入って、自分
の書いた絵を持ってきてみせてくれるというようなことがあったりで。訪問活動の中で、やってい
ないことが少しずつ訪問の中で出始めたことと、さっき言った下の子たちの動きに影響されてっ
ていうのが、要因だったかなって言う風には思いますけどね。 (lnfo.2)
C：その時は、お母さんが「我が家はこういう状態です」というのを具体的に話してくれでもいた
バリエーション
し。お母さんが結構私のことを信頼していろいろ話してくれたりだとか、こういうときはこうしてく
ださいとおっしゃってくれていたので、その通りにして。私自身もそういう場面を見たからって、
嫌だなと，思ったりだとか、そうし巧態度とかもお母さんたちの前出さないようにってし、うのはすご、
い心がけていて。実際全然そんな嫌だなとかいたくないなっていう感情も自分の中に出てこな
かったので、普通に過ごさせていただいていたつとし巧感じです。
I：家族の問題で、困っていたけれども、家族のことを使ってなんとか切り抜けられたと言う感じで
すかね。
C：そうですね。妹さんが居たんですけど、妹さんはたぶん全く普通のお嬢さんだったので、そう
いう聞は妹の世話をして。妹とあそんでいたりといった感じで。お母さんとお父さんと患子さん
の3人でがやがややっているところを、違う部屋に行ってその妹の方と遊んだりといった感じで、
なんて言うかやっていました。(lnfo.4)
－関わりが難しい場合に家族をうまく活用する。
理論的メモ －関わりゃすい環境を設定する方法として利用。
・二人で居られるように前によく見られる。
概念 実際のIPを見つめる
定義 実際に会ってからどのような状態を見ょうとする態度。
私なりにその子のことをこどもの性格とか置かれている状況を自分なりに観察して、どういう風
にしてげたらちょっとでも良い状況になるのかっていうのを一生懸命考えて関わったっていうこ
とで。(lnfo.4)
いろんな子が居ると思うんですけど、ただ引きこもっている子だとか、発達障害が背後にあっ
バリエーション
て、人とうまくいかなくてみたいな、ってし、う子もいっぱいいろんな子がいると思うんですけど、
なんだろうな。あらかじめ知識を持つては行くんですけど、その子がどういう経緯で弓｜きこもっ
て、 IQがどうで、という話は聞くんですけど、あんまりどういう子かなみたいなのを、最初に考え
すぎない。そういうなんか周りの情報にあんまり左右されないように、実際に会ってみて、その
子がどういう子なのかなというのを判断するようにしていますね。そういう情報ももちろん大事な
んですけど、そういう情報も。まあ、会ってみないとわからないこともきっといっぱい有ると思う
ので。まずは会っていろいろ話してみて、ってし、うのを一番大事かなと。（lnfo.7)
－導入初期の支援者のスタンス。
理論的メモ
・事前情報や知識的なことも考慮に入れて支援に向かうが、それに惑わされないようにする。
・観察し、適応するの概念にも近い。
－自然体で受容的な態度にもつながる
概念 家族以外の関係者の利用
定義 迷った際に家族以外の関係者に話や相談をすることで方針を探る。
もっと社会的な興味を出したときに先生が乗るという、たぶん立場をとったんで、すよねo(lnfo.5) 
「こんなこと言ってたんですよね。』って言ったら「また甘ったれて」っていうようなことをその先生
が言ってくれるんですよ。だから、飲み込まれずにすんだっていうと変ですけど。そうだよな、そ
う見るのも普通だよなっていう目で彼を見ることもできたんで、自分が彼の見方だけにならない
バリエー ション ですんだ。どっかで自分がこう，思うことは間違っていないと
思えたっていうか、それもあったから
ちょっと支えられたかなとは思いますね。それはずっとそうだつたかな。 (lnfo.5)
定期的に経過報告みたいなことはしていて。まあ、どれくらい押して行ったら良いかみたいなこ
とも、話したりはするんですけど、ある程度こっちに任せてもらっていたので、結構決めさせても
らったんですけど。話し自体は結構していました。他の人にも、他の方とも。どんな感じで続け
て行ったら良いかみたいなことは。はい。そう言う意味では安心感は結構ありましたね。（lnfo.6)
－支援者以外との関係に広げられそうな時に利用するのか。
理論的メモ
－導入初期から中期にかけて客観性を保つ機能もあると考えられる。
－支援者自身の負担を下げる効果もある。
・場合によっては、関係者を通して！Plこ働きかけをする。
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概念 受容的に接するもIPの意向に号｜つ張られすぎない対応
定義 IPが関わりゃすいように受容的にしつつも、距離を置くところは距離を置こうとする対応
訪問なので、外側から来るということで、なんて言うんでしょう。主訴にもよりますけど、尋ねてく
る人聞がどういう働きかけをしてくるかというところはかなり訪問が続いていくなかで、本人が自
分にとって意味があるとし1うか、あるいは敵ではないということを分かってもらえる必要がある
と思うので、相手のペースをかなり大事にしつつも引っ張られすぎないっていうところですか
ね。家族の方は彼のペースに合わせているところは多いと思うので、そうではない別の第三者
として入ってし、くためには、こっちが引きずられすぎないというのはかなり必要なのかなって思
し、ましたし。(info.2)
なんでも彼に乗らないっていうのをたぶん僕も徹底していたんですよ。例えば、彼は本当に友
達みたいな人を欲しかったし、言い方が悪いかもしれないけど、都合の良い大人が欲しかった
から、まあそういう楽しい話をしてくれる。じゃあ、ゲームも一緒にやってくれるんじゃないか。
カードゲーム、僕最近面白いなと思っているから相手が欲しいなと思えばそうし、う誘いをちょっ
と暗にしてみたりとかするんですよ。それもスクールカウンセラーにたまにちゃんと報告してた
んですよね。彼、こういうカー ド、ゲームやりたいと思っているらしくって、ちょっと僕にそれを期待
しているっぽいんですよね、って言ったときにスクールカウンセラーの先生は、「やっていいんで
すよ」って言ったんで、すよ。まあ、それも間違いじゃないと思うんですよ。ただ、僕はそれに絶対
乗らないって決めていて。なんか、彼の楽しい時間の中に完全に飲み込まれちゃうと、もうそこ
から出て行けないような気がしていて。なんだろう、共犯って言うと変ですけど、本当の意味で
仲間になっちゃいけない。気をつけていたこととか、工夫をしたことって言うとちょっといろいろ何
ゃったあれやったってことになりますけど、たぶん本当に話をする時間を守ったっていうのが、
僕の一番の工夫だったと思います。(info.5)
I：話を聞いていると、あんまり自分をこういう風に見せたいと思って作るんじゃなくて、こういう自
分なんだよと、どちらかというと自然体を見せるという…
D：ああ、そうそうそうそう。そうですね。
I：そういう感じ。
Dそうそうそうそう。なんか、若干誇張した部分もあるけど。まあ、適当なところもあるし。こうい
うゲームとか大人になっても好きだしとか。そうですね。結構そういう意味では、なんか都合の
良い面ばっかり見せて生真面目にやっている部分はあまり見せなかったけど。確かに自然体
を見せていたってし、う方が正しいかもしれないな。なんか、うん。大人の顔をしたくなかったから
な。自分の持っている子供の顔の部分を見せっつの、でも相手の場に下りないというところで
バリエーション 大人の顔を見せていたという感じかな。たしかに自然体でしたね。そうかも。基本自然体でやって、向こうとうまくやれる方法を探しの、大人の顔で「これはダメ、これはダメJと言っていたよう
な感じかな。うん。うまくいったのはたぶん自然体でやっていたからかな。無理も無かったし。
(info.5) 
一番心がけたいなと思っているのは、警戒心をなるべく、こう、無くせるように接するってし巧の
がひとつと。でも、そのなんて言うんですかね。最低限守らないといけない距離というか、ライン
は超えないように仲良くなりすぎてみたいな感じにならないようにっていう二つですかね。その
バランスを取りながら、どれぐらいこっちがフレンドリーにして、でもその、けじめを付けるところ
はどのぐらいシビアにl,＼＜かみたいな、その辺のバランスは気をつけいきたいかなみたいな感
じですかね。(info.6)
例えば、その、訪問する時間とかつてゲームとかやっているとついつい、キリが良いところまで
みたいなのになりがちなんですけど。その辺、切る時間はちゃんと切って、「もう時間なので、今
日はこれで終わりにしよう」みたいな。感じだとか。あとは、なんか向こうが「外出たい」みたいに
行ってもoこれは別のケースなんですけど、そういうことを言っても、雨が降っている時は絶対
に出ないようにっていう決まりなので、みたいな感じとか、向こうの希望もある程度は聞くんです
けど、全部聞く訳じゃなくて、なんて言うんですかね。シビアにいかないといけないところは、つ
ていう感じで、向こうの要望を聞きすぎないみたいな感じですかね。
進路の話とかもすごいされたし、学校の行事とかをどうしたら良いかとかもすごい聞かれたし。
行き方、学校に行くのもこれぐらいじゃ例えばどうかとかも言われたけど。なんか、僕が決める
ことじゃなかったり、僕が許可をだせないことが多くって、それがやっぱり目の前で一番こまるこ
とでしたよね。そのときは、「君が相談しづらいなら、僕が相談してあげるよ」とか、「じゃあ、僕も
お母さんに伝わるように先生に言っておくねJとか。例えば、こういうことをしたいとか、今こうい
うことを言っているって、じゃあ先生にはこれだけは言っておくねとか、なんだろう。仲介はする
けど、僕が責任はとれないっていうことだけは言っていたかな。(info.5)
僕はいいとは思う、僕は言いたいと思う気持ちは尊重したいし、それはすごい良いまこわとだかとらは思
うよっていう。やろうとしているんだし。ただ、やることそのものが何に結びつくから！ ない
から、そこの責任はとれないっていうすごい冷たい突き放し方だとは思うんですよ。だし、後は
そのゲームとかしたいしたくないとか、そうし、うのも今やりますとか言われたこともあったけど、
「いや、僕はいいjと言って。もう結構そういう意味じゃ、責任取れない部分はスパッと切りました
ね。もう、今思えば。逃げたのかな。逃げてたという言い方もできるけれども。（Info.5)
－興味のあることを利用したりと、IPの関わりゃすい関わりのなかで、IPの思い通りにされてしま
う巻き込まれてしまうとし巧感覚から生じる対応。
理論的メモ －厳しくする時は厳しくする。
－距離感の調整として、距離を聞けるための機能。
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概念 他の人に相談する
定義 関係者でない人からアドJtイスをもらう。
どのケースに闘しでも、自分自身もやっぱり悩むこともあったし、順調、すべてが順調だった
かっていうとそうではなかったので、そういうときに相談に乗ってくだ、さる先生がいらしたりだと
か、どうし1う風に関わっていけばいいんだろうと自分がつまづ、いた時に、相談したりだとか、アド
パイスをくれたりだとかっていう環境が整っていたっていうことの1つ共通点としてはあると思い
ます。(lnfo.4)
すごい迷っていて、S先生（大学の先生）にそれとは言わなくても、なんか悩んで、るんだなって察
知してくれて、聞かれたことはあったんですよ。だから「中学校行ってどう？Jって言われて、「な
んか、訪問に行っていて、自分が何しているんだかわからないんですよ」ってホoロって打ち明け
たことがあって。そのときにちょっと言ってくれたことでよく覚えているのは、「でもそれはね」って
バリエー ション 「君がどうして良いかわからないっていうのは支援じゃないんだよ」って。スクールカウンセラー
の先生を通して君が派遣しているけど、本当はその人がやればいいんだから、君がそこまで深
刻になる必要はないって。その人が考えていないんだったら、別に君が考える必要はそもそも
無いって言っていて。それでちょっと楽になったかな。（lnfo.5)
最初の頃はやっぱり、子どもとの信頼関係を一番に作れるようにっていうのを考えていたのと。
やっぱり少しでも、その子にとって勉強だったり、他の学校の活動とか、まあすべていろいろ、
そのなんか苦手としていることで、ちょっとでもなんかコツを見つけるお手伝いをできたらいい
なってしヴ風に思って。やっぱり、初めて付き合う、そうし巧ケースだったので、自分なりに勉強
したり、本を読んだりだとか。専門の先生にいろいろ教えていただいたりといった形で、その子
に対して理解をできるようにしようって言う風に心がけていました。(lnfo.4)
理論的メモ
－拒絶にあい、それでも通い続ける中で迷う方向性について修正。
－拒絶に対する工夫の1っと言える
概念 自己開示
定義 IPが自分のことについて支援者に伝えてくること
彼がリアクションなくても話すようになってっていう時期を、そうですね。1ヶ月くらい続けたぐらい
ですかね。続けたところから、少し変化が見られたなと思ったのが、割と、こう、何でしょう。何か
奥にあるものというか。ゲームの中の隠しダンジョンであるとか、宝のありかとか、自由にマップ
上を動き回れるゲームで気に入っている場所を見せてくれたりだとか。表に見えていないもの
を見せてくれるように。まずゲーム上でそういう風なことをしてくれるようになり、その後に自分
の部屋からその週に作ったプラモデルとかレゴとか、それもリビングに見えていないものなんで
すけど。持ち出して見せてくれるようになったりっていうような、開示行動って言うんですかね。
持ってきてみせてくれるというようなことが出始めたかなっていうのがありましてo(lnfo.2) 
バリエーション それまでは兄弟全員そろっていないと遊べないってし可時間た、ったんですけど。徐々に一対一
でも会えるようになったっていうこともありました。うーん。あとは、家族を通してでなくても自分
の好きなアニメとか言ってくれるようになったりだとか。ですかね。 (lnfo.2)
なんか悪いと思っているんだけれども、許せない部分もあるとか、なんかアンビバレントな部分
とかもちょっと言ってくれて、それからだから少し話が深まるようになったかな。それからは、だ
からちょっとだから、へまを見せたという部分もあるんでしょうけど、彼がこうしたいとは思ってい
るんだけどできないというようなことをよく言う様になってくれて、ちょろちょろ「学校に行かなきゃ
とは思うんですけどね」とか、そういうつぶやきをちょっとするようになったから、そこから話を進
めるっていうのはできるようになったかな。(lnfo.5)
－安心感、信頼感が形成されてから現れるIPの行動と考えられる
理論的メモ ・これらの行動から、支援者はうまくいっているとし巧感覚や他の場合でも実行可能かなどの疑
聞が生じる
概念 拒絶
定義 支援者に対するIPの拒絶的な反応
これがかなり、本人に会うまで長期間時間を要しまして。そうですね。週1回通っていたんで、す
けど、え一。まず、本人と会える様になるまで半年かかりました。(lnfo.2)
バリエーション ああ、はい。ええと、まあ、外見的な印象としては、表情が堅くて、こちらの目を見てあまり話し
てくれないっていうのと、あとこちらの問いかけにも一応レスポンスはしてくれるんですけど、あ
まりこう、なんて言うんですか、会話が続くような感じじゃないってし、うのが一番最初の、外見
じゃないところも言っちゃったんですけど。っていう感じでしたね。(lnfo.6)
理論的メモ
圃最初から拒絶的な反応が無い場合もある
－＋巨絶が工夫によってもぬぐいされない場合は担当を切り替えるなどの対応を取る。
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概念 IPの支援者に対する興味
定義 支援者に対する興味関心
結構こっちがへたくそで、ドジを踏むと笑ってくれるというか。こっちにも関心が向いてるなという
のを感じられるような場面も有ったりしたので、でしたかね。(info.2)
常に一方的ではあったんですけど、最初の頃は私の名前とかも特に呼ばなかったのが、『先
生」って言ってくれるようにかわったりだとか。あとはなんか、前に電車のことが大好きで、何何
駅って知ってる？ってし巧話の途中で、こっちが具体的に言った駅の名前とかを調べてくれて
いたりだとか、先週会話した内容を次の週に言つできたりだとかっていうときは、ちょっとではあ
バリエーション るけど棺手に興味を持ってくれたのかなとか、思ったときはありました。Onfo.4)
ゲームの話している時とかも、「どんな生活してるんですか」とか聞いできたりもするし。僕のこ
とは聞いてくれたんですよね。すごく。『大学って、どんなことやってるんですか」とか、教職とっ
ていたから、『なんで教員になりたいんですかJとか『なんでここに来てるんですか」とかもすご
い聞かれたんだけど。なんか作ったものを見せてくれたりとか、やっているゲームを見せてくれ
たりだとか。なんだろうね、人への興味はあったんだろうな。でもそれをどう表現していいかわ
からない。僕に対してもたぶん。(info.5)
理論的メモ
－安心感、信頼感の形成過程の1つ
・IPの中で支援者に対する意識が現れていること
概念 他のことへの興味の広がり
定義 話題の内容として興味の話以外の話題が出てきたり、外への関心の広がり。
高校には入りたいって言ったんですよ。まあでも勉強全然してないし、そんな入れるわけはない
んですけど。だから通信帝Jjの所とか作文だけ書ければ入れるところとかがあるって言ってい
て。まあ、でもだから作文の書き方とかわからないとか言う訳ですよ。そんなもんは、今しゃべっ
ているんだからそのまま書けばいいんだと、そう言ったんですよね。だからそのときから、ちょっ
とものを書くっていうのをやらせてみるようにはなりましたね。 (info.5)
バリエーション
E：話題は、ゲームの話題だとか、あとはいろいろ話は出るんですけど。音楽の話題もちょっと
出たり。あとは、たまに政治の話とかすることもあったりだとか。あとは心理学の話だとか、なん
か詳しい話とか。あとは、途中でアルバイトとかをしたりするようになったので、出来るように
なったので。そのアルバイトで稼いだお金をどう使うかとか、将来どうするかとか。年齢も年齢
なので、大学とか専門学校とかに行きたいのかとか。そういう話もいろいろとしましたね。
I：最初の頃から、そうし、う話をしたんですか？
E：あ、最初の頃だと、やっぱりゲームだとか、ゲームの話題が多かったですね。一緒にゲーム
をやることも多かったんで、すけど。ゲームの話題がほとんどを占めています。(info.6)
－信頼関係ができてきてから現れるIPの変化。
理論的メモ
－支援者との聞で作り上げた安心感が支援者との信頼感で汎化したと考えられる。
概念 外への広がり
定義 IPが外の世界へ出て行けるようになること。
統合失調症じゃないの？っていうことで診断されているっていう、疑いがあるっていうような感じ
の子の所に、その子は20歳を超えている子だったんですけど。勉強というよりは、それこそコ
ミュニケーションっていうような感じで話しをしていたときに、うーん。なんだろう…。やっぱりみる
みる明るくなっていくような感じた、し、完全こもっていたのを外に出るって言って連れ出してみ
るっていうような感じで、ますます元気になって。結局最後は海外留学しちゃったみたいな。そう
いうような感じだったりとか。(info.1)
バリエーション 外に出るようになって、安定して出られるようになってから、その方は、そのセンターでの活動つ
ていうのが週に1回あるんですけど。それに定期的｜こ出るようになってo一応そこにつながった
ので、訪問支援はそこで終わっても良かったんですけど、少しはなんて言うんですか。一緒にも
う少し、唐突にわかれるというよりは、その人と会う頻度を少し少なくしようということで、月に1
回ぐらいのペースで会うようにして、徐々に徐々にっていう感じで、すかね。その頃にはもう1人
で普通に外出も出来るようになっていたりしたので。順調でしたね。その後は1回、あのーなん
て言うんですかね。またすぐに出れなくなっちゃうということも無く。あのー、外にずっと出れるよ
うになってっていう感じですね。Onfo.5)
理論的メモ
－安心感が汎化した結果として、外への抵抗も低くなったためと考えられる。
－主訴によっては終結になる。
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